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総合不動産デベロッパー　
　ライフデベロッパーとして

ごあいさつ

株式会社日本エスコン　
執行役員　開発事業本部　名古屋支店
支店長兼　物流開発部　部長　　　　

水野谷　明

設計コンセプト

最大限・高効率の倉庫として

岐阜羽島ロジスティクスセンターＡ・Ｂ棟　完成
（１５） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　３月３１日　（金曜日）

Ａ棟エントランス

Ａ棟トラックバース

Ｂ棟エントランス

▷工　事　名岐阜県羽島市物流施設ＰＪ
▷工　事　場　所岐阜県羽島市平方第二土地区画整理事業、街区
▷建　築　主株式会社日本エスコン
▷設　　　計東洋建設株式会社一級建築士事務所
▷施　　　工東洋建設株式会社名古屋支店
▷敷　地　面　積Ａ棟２万，．㎡、Ｂ棟，．㎡
▷建　築　面　積Ａ棟１万，．㎡、Ｂ棟，．㎡
▷構造・規模Ｓ造、３階、延べ床面積：Ａ棟３万，．㎡

Ｂ棟１万，．㎡
▷工　　　期年１月日～年３月日
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Ｂ棟北西面 Ｂ棟２階倉庫 Ａ棟北東面

　弊社は年８月に中部電力株式会社と資本業務
提携締結により同社の持分法適用会社となり、年
４月には中部電力株式会社を割当先とした第三者割
当増資を実施し、同社の連結対象子会社となりまし
た。この流れの中で年３月に名古屋支店を開設し、
中部東海エリアにおいても積極的な不動産開発を手
掛けております。
　その中におきまして、今回の「岐阜羽島ロジステ
ィクスセンターＡ棟およびＢ棟」は東洋建設株式会
社名古屋支店様からお話をいただき、併せて区画整
理事業による地権者様のご協力も得ながら、今春、
無事に竣工を迎えることが出来ました。
　弊社の不動産開発事業は、分譲マンションから商
業施設、ホテル開発やオフィス開発など全国エリア
において多種多様なメニューによる開発に取り組ん
でおりますが、中部地区での物流施設開発はまさし
くその一環でもございます。弊社としましては、た
だ単に建物を造って終わりではなく、その地域の生
活を創造し、新しい「まちづくり」となるような開
発に今後も継続して取り組んで参ります。
　最後になりましたが、事業立案をしていただいた
シービーアールイー株式会社様、設計および施工を
していただいた東洋建設株式会社様、そしてこの開
発にご協力をいただきました関係者様に厚く御礼申
し上げます。

　中部電力の子会社である日本エスコンが建設を
進めてきた「岐阜羽島ロジスティクスセンター」
が、完成した。同センターは名神高速道路岐阜羽
島インターチェンジ（ＩＣ）から約２㎞の場所に
位置し、中部・関西エリアへの物流供給が容易な
好立地条件を備える。ＡおよびＢの２棟で構成さ
れ、利用者の使いやすい高品質の施設に仕上がっ
ている。東洋建設が設計・施工を担当した。

　計画地は名神高速道路岐阜羽島インターチェンジ
（ＩＣ）からほど近く、長良川に隣接した区画整理
地区内に立地します。区画整理道路を挟み北がＡ棟、
南をＢ棟とし、それぞれ約，㎡及び約，㎡
の敷地を有します。設計に際しては各棟の敷地形状
に則し、最大限かつ高効率の倉庫を建設すべく計画
を行いました。
　大規模な倉庫面積が確保できるＡ棟は北面にス
ロープを設け１・２階にトラックバースを配置し物
流効率の最大化を図り、比較的小規模のＢ棟はトラ
ックバースを１階にのみ設置しつつ倉庫部分を雁行
形状とし整形な倉庫空間を形成しました。各棟とも
分割利用が可能な区画形成とし、分割賃貸に応じた
それぞれのオフィス空間を確保しました。
　外壁には各棟とも鋼板サイディング裏面に断熱材
と木毛セメント板を重ね合わせた複合耐火材を採用
し、耐久性と耐火性能・断熱性を兼ね備えた仕様と
しています。色彩はシルバーを基調とし、コーナーに
ダークブルーを配した端正な配色を採用しました。
また、昨今の異常気象への備えとして、受変電設備
を２階レベルへ設置しＢＣＰ対策を講じています。
　物流効率を重視した事業施設ではありますが、建
物は道路から可能な限りセットバックして空地を確
保するとともに敷地周囲には緑地を配しました。年
月を経て、周辺環境と調和し長良川の河川景観の一
部となっていけば幸いです。

東洋建設株式会社一級建築士事務所


